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Abstract: In four winter seasons from 2003 to 2006, invasive alien species of rodent nutria (Myocastor 
coypus) were captured in order to protect riparian ecosystems in the Okayama Prefectural Nature 
Conservation Center, which is located in the central part of Okayama Prefecture, Japan. A parasite 
survey conducted on the 30 captured animals (18 males, 12 females) identified two nematode 
species present in adult stage (Strongyloides myopotami and Trichostrongylus sp.) and one protozoa 
species present in oocyst stage (Eimeria  sp.). The infection rate of M. coypus with S. myopotami, 
Trichostrongylus sp., and Eimeria sp. was 100 % , 6.7 % and 86.7 % , respectively. Ectoparasites were 
not detected. High infection rates of S. myopotami and Eimeria sp. indicate that these parasites are 
widespread among young and adult M. coypus . It should be noted that S. myopotami is a causative 
agent of cutaneous larva migrans in humans.
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はじめに

　ヌートリア Myocastor coypus は南米原産の大
型外来齧歯類である。岡山県では昭和14年頃に毛
皮採取の目的で移入され，児島湾干拓地帯に放た

れたものが本格的に定着するとともに，1970年
代に県下に分布を広げたと考えられている（三
浦，1976）。外来生物が生態系にもたらす深刻な
影響の１つに外来寄生生物の持ち込みがあり，そ
れらに対する免疫や抵抗力を持たない在来生物
種に強い病害を与える危険性があり，外来寄生
生物によって土着の寄生生物が排除されてしま＊連絡先：okino@med.kawasaki-m.ac.jp
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うおそれもある（五箇，2002）。我が国のヌート
リアの寄生蠕虫に関して，これまでに岐阜・岡
山・広島で捕獲されたヌートリアからヌートリア
糞線虫 Strongyloides myopotami，肝毛細頭線虫 
Calodium hepaticum および肝蛭 Faciola sp.が検
出されており（松立ら，2003），愛知・兵庫の個
体に S. myopotami が99％寄生していたことが確
認されている（浅川ら，2009）。また，実験的に
肝吸虫および宮崎肺吸虫の終宿主になり得る（長
花ら，1977; Hatsushika et al , 1979）ことが報告
されている。
　岡山県自然保護センター内に生息する他の生物
とヒトへの病害も含めて外来寄生生物の生態系へ
の影響を知るために，外来種であるヌートリアの
寄生虫調査を実施したので報告する。

材料と方法

１．ヌートリアの捕獲と安楽死
　岡山県自然保護センターは，鳥獣保護区特別保
護地区に指定されており，通常，動植物の捕獲は
できない。今回のヌートリアの捕獲は，2003年～
2005年は鳥獣保護法，2006年は外来生物法に基づ
いて，水辺の生態系保全の目的で2003年～2006年
の冬期（１・２月）に行った。上池の周辺を中心
に，ノネコ用の金属製箱わな（30×30×75㎝，約
４㎏，岡崎産業株式会社製）をしかけ，においで
誘引するため，餌（わな餌）として人参を縦に二
つに割ったものを使用した（岡山県自然保護セン
ターにおけるヌートリアの捕獲の詳細について
は，森（2005，2007）を参照）。
　捕獲された個体は，エーテルで過麻酔し安楽死
後，性別をチェックし（図１），体長（頭胴長・尾長）

および体重を測定した。

２．寄生虫検査
　外部寄生虫を肉眼でチェック後，開腹し，直腸・
盲腸便を浮遊法・MGL集卵法で処理し鏡検した。
また，旋毛虫の検査を目的として横隔膜をガラス
板圧平法で観察し，胃～直腸までの消化管内容物
と心臓・肺・肝臓などの諸臓器を実体顕微鏡下で
精査した。得られた虫体は10％ホルマリンで固定
し，同定した。一部の虫体は走査電顕用の試料と
して2.5％グルタールアルデヒド・１％オスミウ
ムで固定し臨界点乾燥後，日立S-570走査型電子
顕微鏡で観察した。また，一部の直腸便をろ紙培
養し，感染幼虫を得た。
　また，2004年以降に捕獲された24頭は，内臓を
摘出後，－25℃で冷凍し，北海道大学大学院文学
研究科地域システム科学講座の立澤史郎先生に送
付した。

３．血清検査
　2006年に捕獲された４個体（No.26, 27, 29, 30）
に関しては，エーテルとケタラールで麻酔後，心
臓から採血し，ダニが媒介するリケッチア症のス
クリーニングを目的として，Weil-Felix反応を調
べるために，血清検査をSRL㈱へ依頼した。

結　　果

　捕獲後，寄生虫調査に供されたヌートリアは，
雄18，雌12の計30頭で，それらの頭胴長は26～58
㎝，尾長は17.5～46㎝，体重は500～7300ｇだった。
体重別の個体数をグラフで示した（図２）。

図１．雌雄の生殖器 図２．体重別の捕獲個体数
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　三浦（1994）に従い，1.5㎏未満を幼獣，1.5㎏
以上を成獣として区別すると，内訳は，幼獣が11
頭（雄７，雌４），成獣が19頭（雄11，雌８）だった。
　寄生虫検査の結果，線虫類２種と原虫類１種が
検出され，ヌートリア個体別の捕獲確認日・体長

（頭胴長と尾長）・体重・性別および寄生虫感染の
有無を表１に示した。
　幼獣～成獣までの29個体の小腸からヌートリア
糞線虫 Strongyloides myopotami の雌成虫が検出
され（図３），残り１個体（No.15）は直腸便をろ
紙培養した結果，感染幼虫が検出され（図４），ヌー
トリア糞線虫の感染率は100％だった。

　糞線虫の種鑑別には頭端の開口部の構造が重要
であり（Speare, 1989），走査電顕でヌートリア
糞線虫に特徴的な８つのくぼみ（8-chambered）
が観察された（図５）。

　成獣２個体（No. ３，５）の小腸に毛様線虫類
の１種 Trichostrongylus sp.と思われる成虫が検
出され（図６），感染率は6.7％だった。

　幼獣～成獣までの26個体の直腸便中にアイメリ
ア科の１種 Eimeria sp.のオーシストが検出され

（図７），感染率は86.7％だった。

　なお，いずれの個体からも外部寄生虫は検出さ
れなかった。

図３．Strongyloides myopotami（♀）成虫

図４．ろ紙培養で得られた S. myopotami の感染
幼虫（尾端が切れ込んでいるのが特徴）

図５．S. myopotami 成虫 頭端部の走査電顕像

図６．Trichostrongylus sp.（♂）成虫

図７．Eimeria sp. オーシスト
　　　成熟オーシスト内には，２個のスポロゾイ

トを含む４個のスポロシストが確認できる。
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表１　　2003～2006年　ヌートリア調査記録
個体 
番号 確認日 頭胴長

(cm)
尾長   
(cm)

体重 
(g) 性別 Strongyloides 

myopotami
Trichostrongylus 

sp. Eimeria sp.

1 2003. 1.13 40 31 2400 ♂ ＋ ＋

2 2003. 1.13 50 33 3300 ♀ ＋

3 2003. 1.14 50 40 4000 ♀ ＋ ＋ ＋

4 2003. 1.16 54 46 7300 ♂ ＋ ＋

5 2003. 1.16 54 35 4400 ♂ ＋ ＋ ＋

6 2003. 2.24 49 35 3200 ♀ ＋ ＋

7 2004. 1.10 26 20 620 ♀ ＋ ＋

8 2004. 1.10 26 21 680 ♂ ＋ ＋

9 2004. 1.10 26 21 640 ♂ ＋ ＋

10 2004. 1.17 26 18 500 ♀ ＋ ＋

11 2004. 1.17 26 22 800 ♂ ＋ ＋

12 2004. 1.17 27 21 780 ♀ ＋ ＋

13 2004. 1.31 29 21 990 ♂ ＋ ＋

14 2005. 1. 8 36 26 1400 ♂ ＋ ＋

15 2005. 1. 8 35 25 1300 ♂ ＋ ＋

16 2005. 1. 8 58 43 5100 ♂ ＋

17 2005. 1. 9 34 23 1200 ♀ ＋ ＋

18 2005. 1. 9 38 31 1800 ♂ ＋

19 2005. 1. 9 38 25 1700 ♂ ＋ ＋

20 2005. 1. 9 41 31 2000 ♂ ＋ ＋

21 2005. 1.11 56 45 5000 ♀ ＋ ＋

22 2005. 1.13 36 24 1400 ♂ ＋ ＋

23 2005. 1.13 38 30 1900 ♂ ＋ ＋

24 2005. 1.14 55 43 5000 ♂ ＋

25 2005. 1.14 41 30 2000 ♀ ＋ ＋

26 2006. 1. 8 52 42 4500 ♀ ＋ ＋

27 2006. 1.10 51 39 4400 ♂ ＋ ＋

28 2006. 1.12 53 42 5200 ♀ ＋ ＋

29 2006. 1.14 55 40 5200 ♀ ＋ ＋

30 2006. 1.14 55 39 5100 ♂ ＋ ＋

＋は陽性，空欄は陰性
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　また，血清検査の結果，Weil-Felix反応は，４
個体とも，OXK（ツツガムシ病血清で反応），
OX19（発疹チフス血清で強く反応），OX2（紅斑
熱血清で強く反応）がいずれも10倍未満で，リケッ
チア感染は認められなかった。

考　　察

　今回検出された３種の寄生虫は，いずれも中
間宿主をもたない。ヌートリア糞線虫は，糞で
汚染された土壌などに接触することより感染幼
虫が経皮的に侵入してヌートリアに感染する。
Trichostrongylus sp.と Eimeria sp.は，糞で汚染
された水などとともに感染幼虫および成熟オーシ
ストを経口摂取して感染する。感染率の高かった
２種（ヌートリア糞線虫と Eimeria sp.）に関し
ては，調査した４年間の間，幼獣～成獣まで検出
されたことからヌートリアの個体間で広く伝播
していることが示唆された。感染率の低かった 
Trichostrongylus sp.は，2003年に捕獲された成
獣２個体のみから検出され，2004年以降は確認さ
れなかったので，伝播の程度は非常に低いと考え
られる。ヌートリア糞線虫の感染幼虫は，実験的
にヒトに反復感染させることにより皮膚炎を引き
起こす幼虫移行症の原因虫としても知られており

（Little, 1965），自然保護センター内の遊歩道では
ヌートリアの糞が散在している場所もみられ（図
８），接触機会があった場合に健康被害を引き起
こす可能性があるので注意が必要である。

　今回，外部寄生虫は検出されなかったが，高田
ら（2012）は，2010年に岡山県下のヌートリア
125頭を対象にマダニ類の調査を行い，24頭から

３種のチマダニ属（キチマダニ・ヤマアラシチマ
ダニ・フタトゲチマダニ）を採取しており，マダ
ニの付着率が低いのは，ヌートリアが半水棲で頻
繁に水浴し，念入りに毛繕いを行うためではない
かと推察している。また，今回の調査では，わず
か４個体の検査だが，Weil-Felix反応はいずれも
陰性で，リケッチア感染は認められなかった。ヌー
トリアにおけるリケッチア感染実態の調査例はほ
とんどなく，木田ら（2011）は，岡山県のヌート
リア148頭を対象にリケッチアの保有調査を行っ
た結果，ヌートリアに寄生していたマダニから病
原性の無い Rickettsia sp. LONタイプを検出した
と報告している。ヌートリアにおけるリケッチア
の感染実態については今後も注目していきたい。

　なお，本稿の一部は，第80回日本寄生虫学会大
会・第22回日本臨床寄生虫学会大会（2011年7月
17日，東京）において発表した。

ま と め

　岡山県自然保護センターで水辺の生態系保全の
目的で捕獲された外来齧歯類ヌートリアの寄生虫
調査を行った。期間は2003年～2006年の冬期（１・
２月）で，計30頭（雄18，雌12）を対象に行った。
幼獣～成獣までのすべての個体からヌートリア
糞線虫 Strongyloides myopotami が検出された。
成獣２個体の小腸に Trichostrongylus sp.と思わ
れる成虫がみられ，幼獣～成獣までの26個体の直
腸便中に Eimeria sp.のオーシストが検出された。
外部寄生虫は検出されなかった。ヌートリア糞線
虫の感染幼虫はヒトに皮膚炎を引き起こす幼虫移
行症の原因虫としても知られており，注意が必要
である。
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